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1. 会社概要

会 社 名 東海理化 Smart Craft 株式会社

（旧 理化精機株式会社）

代 表 者 代表取締役社長 直井 滋樹

環境管理責任者 都築 慎也

資 本 金 3,000 万円

売 上 高 21 億円（2023 年 3 月期）

従 業 員 数 184 名（2023.3 月時点）

所在地・事業内容 本社・大口工場

愛知県丹羽郡大口町豊田 3丁目 260番地
(㈱東海理化大口工場内)

TEL 0587-22-8716
FAX 0587-22-8736
事業内容：設備、治工具及び、部品の製造・販売、計測

樫山工場
愛知県岡崎市樫山町字新居野 53番地 6
TEL 0564-82-3127
FAX 0564-82-3495
事業内容：金型部品の製造・企画営業

自動車部品（キーセット補給品）製造・販売、計測

音羽工場
愛知県豊川市赤坂町平山１番地
(㈱東海理化音羽工場内)

TEL 0533-88-4188
FAX 0533-88-6515
事業内容：金型及び金型部品の製造・販売、計測
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2. 環境経営方針
＊弊社、自動車部品の生産設備等や単品部品の成型金型等、設計・製作・販売の事業展開において
下記、経営理念に基づく環境経営方針を推進する。

１. 経営理念、社員行動指針に基づき環境への取り組みを進めます。

（１）カーボンニュートラル実現に向けての活動
※主な取り組み項目※
地球温暖化防止 ……CO₂の削減（再生エネルギーの活用を含む）
仕事・資材の効率化 ……省エネ、省資源
リサイクル ……資源の循環
廃棄物削減 ……省資源化
グリーン調達 ……自然環境保護
省エネ設備導入 ……消費電力の低減

（２）生物多様性 ……自然環境保護、地域社会貢献

２．法・地域や顧客との約束を守り、さらに目標を定め、
環境汚染の未然防止を進めます。

……法令順守

３．環境委員会を設置し、継続的な環境改善活動を展開します。
……EMS構築

経営理念：3項
社会の一員として、法と倫理を遵守し、自然・地域と共生する企業をめざす。

社員行動指針：９項
エネルギー・資源の有効利用および環境負荷の低減につとめます。

改定日：2023 年 2 月 21日

東海理化 Smart Craft 株式会社

代表取締役社長 直井滋樹
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3. 環境経営管理実施体制 （2022 年４月時点 理化精機株式会社）

（１） 組織

(２)対象範囲
本社・大口工場

＊設備、治工具及び部品の製造・販売と計測事業など

樫山工場

＊金型部品の製造、自動車部品(キーセット補給品)の製造、企画営業、計測事業

堀　次長

大口工機部 樫山工機部

藤本　次長

渡辺　課長

３F：推進ﾘｰﾀﾞｰ

計測：推進ﾘｰﾀﾞｰ

新棟・旧棟

２F：推進ﾘｰﾀﾞｰ
富安　課長

樫山工場

事務局：業務部

坂本　部長

１F：推進ﾘｰﾀﾞｰ

（正）藤森　部長

小松　立弥

環境推進責任者

　　（副）藤本　次長　　

大口工場

代表取締役社長

環境管理責任者
都築　慎也（取締役）

１F：推進ﾘｰﾀﾞｰ

鈴木　部長

田中　次長

環境推進責任者

2022.4.1付

環境委員会メンバー
月１回開催
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(３)役割・責任・権限表
担当 役割・責任・権限

代表者
（社長）

・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な設備、費用、時間、技能・
技術者準備
・環境管理責任者を任命
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境目標・環境活動計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境経営レポートの承認

環境管理
責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ票を承認
・環境目標・環境活動計画書を確認
・環境活動（EMS）内部監査結果、是正処置等を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局

・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境目標、環境活動計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開
・環境委員会の開催
・上部環境活動展開事項への対応と社内展開

環境推進
責任者及び
推進ﾘｰﾀﾞｰ

・自部門における環境経営システムの実施
・自部門における環境方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成および運用管理
・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、訓練の実施、記録
の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
・地域社会においても、環境意識を持って行動する

（代表者・各責任者）
環境委員会

・環境経営目標、環境経営計画の伝達
・各部の実施状況、目標達成状況、問題点などの報告
・環境活動に関する意見交換
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４．2022 年度：環境経営目標
（１）環境経営目標の設定

項目 単位 中長期目標設定

二酸化炭素
排出量（t-CO₂)
（2019 年度基準）

電力総消費量低減
＊第 7次プラン kWh 2013 年度 2019 年度実績基準

2025 年度 35％低減
化石燃料消費量
（ガソリン･軽油･灯油) ℓ

2011 年度実績基準
毎年１％低減

LPG ㎥

廃棄物排出量

金属
樹脂・ビニール類
木
油類など

㎏

水使用量 投入量 ㎥

（２）目標設定

＊CO2 排出係数 kWh⇒t-CO₂（2023 年 3 月更新）
0.000388（大口・音羽＝中部電力）
0.000399（樫山＝オリックス）
の排出係数で総量を算出する。

項 目
基準年度
2022 年度
は該当無し

2021 年度
実績

2022 年度 
目標

＊電力消費量（KWh）：
総量（kWh)
総量 CO₂排出量（t-CO₂)

2013・2019 年度

414,082
210.8

378,865
161.6

375,000
155

＊ガソリン使用量(ℓ）
総量（リットル）：係数 × 0.002320
総量 CO2 排出量換算 （t-CO₂)

2011 年度
25,896
60.1

13,751
31.9

13,613
31.5

＊LPG（㎥）
総量：係数 × 0.003000
総量 CO₂排出量換算（t-CO₂)

2011 年度
18.7
0.54

72
0.2

166
0.5

＊産廃焼却処理（kg)：係数 ｘ 0.00290
総量（kg）
総量 焼却処理CO₂排出量換算（t-CO₂)

2011 年度
8,500
24.7-

4,047
11.7

4,007
11.6

★温室効果ガス排出量（t-CO₂)
総量 CO₂排出量（t-CO₂)
電力＋ガソリン＋LPG+産廃焼却＝合計 t-CO₂

296.1 205.4 198.6

水使用量(㎥)：投入（上水）
2011 年度
1354 434 430
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５．環境経営活動計画と取り組み評価
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６．環境経営活動状況（取り組み事例）

（１）省エネ活動

① 空調運転ガイドラインに基づく、
省エネ室温管理実施（全社）

★202２年度も継続実施★
・冷暖房機の運転ルール

期間 設定温度
暖房：12/1～3/31 20℃±2℃

冷房：7/1～9/30 28℃±2℃

② 大口事務所 3F：天井照明を LED化

★202２年 4月～32 本全面完了★

・蛍光灯 58.56kwh×32本＝1,873.92kwh
・LED32本 932.72kwh/年低減
1,873.92kwh―932.72=941.20kwh 

③ 樫山工場に太陽光発電を導入
375w x 135枚 ＝50.625kw
モジュール１枚あたり寸法 1,763ｘ1,040ｘ35mm
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④ 樫山工場に 窓ガラス用の遮熱コーティング 「ガラス Cool コート」 を実施
夏の輻射熱による室温の上昇を抑えるだけでなく、冬には保温効果もあり

⑤ 省エネ型の設備の導入

樫山工場（複合旋盤）       大口工場 （平面研削）        音羽工場（マシニングセンタ）
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（２）環境：コミュニケーション（環境教育・省エネ意識向上・啓蒙活動など狙い）
各職場に環境掲示板を設置⇒各職場１回/月環境ミーティング実施
★2019 年 4月～継続実施：写真 2022 年度版★（掲示板：都度メンテ）

（環境経営方針・活動実施体制・環境負荷低減目標・活動計画・SDGs 解説書など）

（3）資源の３R活動（リデュース・リユース・リサイクル）

①廃棄物の分別細分化による資源の有効活用

②金属リサイクルによる有効活用（有価物化）
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（4）環境強調月間の活動（全社社員展開）

社員への環境意識啓蒙
    ★2022.6 月期間：実施★

＊東海理化グループ全体の取り組み、弊社も同様の活動を展開＊
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① Web 環境検定の実施

② 環境 KYT（危険予知）シート（８事例実施）
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③ 環境月間ムービー全員視聴参加

（５）その他
①生物多様性保全活動への参加

・樫山工場：男川沿いのゴミ拾い活動

②2020 年から世界的なパンデミックとなった新型コロナウイルス感染拡大防止の
取り組みを 2022年度も継続実施。

＊弱酸性除菌水（ハサップアクア）の
販売及びグループ会社へ展開＊
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③感染防止対策の継続的実施
★全社員：毎日の体温測定管理・こまめな手洗い消毒・ｿｰｼｬﾙﾃﾞｽﾀﾝｽの確保など実施★
★飛沫防止アクリル板の設置とマスク着用の徹底・テレワーク・リモート会議など対策実施★
（工場エリア）

（事務所エリア）

④新型コロナワクチンの職域接種（親会社でグループ会社の社員と家族の希望者へ接種）

★2021年 4月～7月（1回目） 5月～8月（2回目）
★2022年 3月～5月（3回目） 7月～９月（４回目）

上記のスケジュールで実施
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７．環境経営目標の取組結果と評価
＊目標と実績＊
＊2021 年度より、総量低減目標とする＊ 2022 年度必達目標 2022 年度実績 評価
電力消費量（KWh）：
総量（kWh)
総量 CO₂排出量（t-CO₂)

375,000
155

323,743
127.9

〇

ガソリン（ℓ）： 13,613
31.5

11,040＊1
25.6  〇総量 CO₂排出量換算（t-CO₂)

＊LPG（㎥）： 
総量 CO₂排出量換算（t-CO₂)

166
0.5

16.7
0.1 〇

＊産廃焼却処理（kg)
焼却処理 CO₂排出量換算（t-CO₂)

8,500
24.7

3,210
9.3 〇

★二酸化炭素排出量（t-CO₂)
総量 CO₂排出量（t-CO₂)
※電力＋ガソリン＋LPG+産廃焼却＝合計 t-CO₂

211.7 162.9 〇

水使用量(㎥) 投入（上水） 429 322 〇
＊1 ガソリン使用量 全社 14,052ℓを工場別で把握できないため、社有車の保有台数で按分しました。

全社 14台中、大口６台・樫山５台の計 11台

８．次年度の環境経営目標と主な取り組み
目標 取組項目

★電力消費量
総量：1,245,000kWh
7 次ﾌﾟﾗﾝ＊530t-CO2（必達）＊２

・継続的な省エネ取り組みの推進（コンプレッサーエアの低圧化）

・エネルギーや資源の使用効率を向上させるための生産性向上策の推進

・再生可能エネルギーの利用

・LED照明の普及

★ガソリン消費量
使用量：6,689ℓ以下
前年度１％削減

・全社員にエコ運転の意識を広めるための啓蒙活動

・社有車のさらなる燃費改善と低燃費車（EV）への移行

★LPG 消費量
使用量：164 ㎥以下
前年度１％削減

・給湯器の湯を出し放しにしない。

★産業廃棄物の排出量(焼却)

使用量：4003kg 以下

前年度１％削減

・廃棄物の削減と効果的な分別の徹底

・ものづくり活動の効率化を推進

・廃棄物のリサイクルおよびリユースの拡大

★水使用量 322 ㎥以下

前年度１％削減

・トイレ、手洗い等の節水活動

その他 ・再生品の購入など、グリーン調達を継続して推進

・会社周辺地域の清掃活動への継続的な参加

・生物多様性の活動に持続的に参加
＊２ 2023年度については、音羽工場が加わり CO2排出量の増加が見込まれるが、音羽工場での環境負荷低減活動の推進を

想定した状態の目標値を設定。
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９．環境関連法規等の遵守状況と評価
法令の名称 要求事項 評価

環境基本法 事業活動に伴う環境への負荷低減、その他の環境の保全に自ら努めるとともに、

国または地方が実施する環境保全に関する施策への協力
◯

廃棄物処理法 産業廃棄物及び一般廃棄物の適正処理

収集・運搬・処理委託業者との契約締結

マニフェスト交付状況の報告

◯

水質汚濁防止法 有害物質、油等の流出事故時の届出と必要な処置

（公共用水域・下水道流出・地下浸透時）
◯

騒音規制法

振動規制法

規制基準の遵守（施設境界線：測定管理）

騒音・振動、特定施設導入前の届出
◯

消防法 指定可燃物及び、危険物の指定数量管理と届出

（樫山工場：油類、少量危険物取扱所届出・認可）
◯

電気事業法 法対象設備の管理及び規定に基づく届出

（樫山工場：受変電設備対象）
◯

フロン排出抑制法 修理・廃棄時の登録業者委託、引き取り証明書の保管と記録

対象機器の点検
◯

その他

・労働安全衛生法

化学物質等の有害性等の調査及び、健康障害防止処置

（リスクアセスメント実行）
〇

＊遵守状況について

・現在、自社の遵守状況評価で問題が無いことを確認

＊環境関連法規の順守状況は、年１回：環境法令遵守チェックシート（詳細点検）で実施
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１０．代表者による全体評価と見直し・指示
◇はじめに
当社は、株式会社東海理化 金型部門と設備・金型を手掛ける東海理化の子会社である理化精機株式
会社が発展的な統合を目指し 2022 年 7月１日に発足しました。
2022 年度の活動報告は、新しい音羽工場の活動が１年に満たないため、大口工場、樫山工場の２拠点
での報告としました。尚、実施体制についても、旧 理化精機の体制にて報告いたします。
東海理化グループとの連携を図りながらも、独自の取り組みをして環境目標の達成に向けエコアクション 21 の
継続的な活動を推進します。

① 環境経営方針について
2050 年カーボンニュートラルゼロの実現にむけて、近年、再生エネルギー利用を促進していきたい。同じ電
気を使用するにも、CO2排出係数が少ない電気購入を検討いたします。

② 経営環境目標及び経営環境計画について
基本的には、「法違反０件」と「環境負荷の低減」を継続し、CO2 排出量の削減と 3R 活動に力を入れま
した。嬉しいことに、CO2 排出量削減の目標を達成することができました。
・総排出量 ＊電気消費量＋化石燃料使用量＋廃棄物焼却量＊による、二酸化炭素排出量

2022 年度 必達目標  ：211.7 t-CO2以下

2022 年度 実績（★） ：162.9 t-CO2 … 目標達成

また、環境に関する法規に適切に対応し遵守していきます。
今後も環境関連の法規動向を注視しつつ、必要な情報を収集し「法違反ゼロ」に向けて努力していきます。
引き続き、従業員全員で持続可能な環境経営を推進していきます。

③ 実施体制
音羽工場が追加することで、３工場全体で従業員が 100 人以上になったため、環境管理実施体制の役
割として「EMS システムの内部監査」を実施することにいたしました。
音羽工場の報告は、2023年度からレポートしてまいります。

◇総括
今年は会社設立という大きな変化を経験しました。新型コロナウイルス感染の影響もあったものの、
環境活動や目標達成においてほぼ予定通り進めることができました。東海理化グループ全体で中長期的な
環境目標（第7次プラン見直し）に向けて積極的に取り組み、SDGs に基づいた事業展開と社会的責任
を追求していきます。

作成日：2023年5月31日（2022年度の活動評価） 
東海理化 Smart Craft 株式会社

代表取締役社長 直井 滋樹 


